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① 先進カリキュラム開発＝地域協働推進事業 × IB × ALネットワーク× 高大連携

[事業の推移]

SGHアソシエイト
↓

地域との協働による⾼等学校教育
改⾰推進事業 (グローカル型)

↓
WWLコンソーシアム構築⽀援事業

事業の推移 事柄や課題
[1] SGHアソシエイト ・グローバルな社会課題の探究
[2]地域との協働による⾼等学校教育
改⾰推進事業 (グローカル型)

◯地域も踏まえた社会課題の探究
→産学官⺠とのネットワーク構築

◯コロナ禍で⾒えた課題と実践
[3] WWLコンソーシアム構築⽀援事業 ◎連携校も含めた教育協働体の構築

◎国際バカロレアと既存の学びの融合
◎⾼⼤連携・学際的なカリキュラム
◎予測できない未来への挑戦
◎新技術の積極的な活⽤

先進的なカリキュラム開発ー⽇本発のグローバルカリキュラムー
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② 連携：地域協働・海外連携 + スタートアップ
[事業連携に関するポリシー]
◯国際系の⾼等学校・海外の姉妹提携校
◯既存の連携機関＋(新規)スタートアップ企業
◯愛知県スタートアップ⽀援拠点「STATION Ai」: 愛知県経済産業局スタートアップ推進課
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③ Meta-School ‒ 学びの仮想空間 -
[Meta-School –学びの仮想空間-]
◯仮想空間上に、⽣徒たちやALネットワーク関係者が集う場を創る。
▶⾃らが出会う新しい時代の価値や課題を読み、新たな技術・スキルを⾝に付け、
協働と⾰新を持続しながら新しい道を切り拓く⼈材が育成される。


